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 平成３０年８月３日 

  

相変わらず全国的に猛暑が続いておりますが、会員の皆さまにはご健勝のこととお喜

び申し上げます。 

 

豊実では先週末（７/２８）、第３回「奥阿賀・魅力ある野外舞台」が開催されました。 

台風１２号の影響を考え、会場を「和彩館」に移して行われました。雨は免れたものの

豊実周辺は想定外のフェーン現象で異常な蒸し暑さでした。 

  

過疎の集落で真夏にジャズの生演奏、そこに５０名のお客様が集まる不思議さを、新

潟市内からお一人で見えたという中年の紳士は「佐藤さんなのか、土地柄なのか、ジャ

ズとは関係ない何か惹きつける魅力がありますね」、「秋のアート展も、ぜひ見に来たい」

と感想を述べていました。 

 

 当日、和彩館には東京江戸川区の中学生７名が体験学習に逗留中で、夕食後一人ひと

りが挨拶をするというセレモニーがありました。親元を離れた不安や緊張感を超えて、 

ここ豊実の地で薪割りや水遊び、マナーやしつけを学んだことを素直に喜び、感謝の言

葉が並びました。彼らも、「また来たい」を連呼していました。 

 

 さて、いよいよ「里山アート展」は９月２９日から開催されます。今年は１５回目の

節目でもあり、その演出に佐藤さんもいろいろなサプライズを用意されているようです。 

 ９月には二度連休があります。「里山アート展」の作品づくりや準備には絶好の機会

です。ぜひ皆さんもスケジュールを調整して、ご参加くださいますようお願いいたしま

す。                             （事務局/森紘一） 

 

＜近々のイベント予定＞  

〇第１５回「里山アート展」 ９/２９（土）～１０/２０（土） 

船渡大橋手前田んぼ＆展示館 

〇田んぼ夢舞台祭り     ９/２９（土）１３：００～ 

              里山アート展会場 

〇シンポジウム       ９/２９（土）１８：００～ 

「アートと生活を考える」  展示館会議室 

 

NPO 法人コスモ夢舞台 

フクロウだより 
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２０１８．８．３ 

新会員紹介と最近のコスモ夢舞台 

佐藤賢太郎 

 

３５年前、私は彫刻家になろうと師匠の住む愛知県岡崎市に移住

しました。そのとき、朝の勉強会で高村直子さんと出会いました。  

特段に親しく付き合っていなかったのですが、月日が流れ、高村さ

んが豊実を訪問されました。 

そして今の私たちの生き方を見て、何かお役に立ちたいと、コス

モ夢舞台の会員になることを自ら希望されました。この世に生まれ

て、共感できる人と出会うご縁に嬉しくなりました。 

 

こういう日々が連続しております。 

逗留中のウーファーと森林整備を共にして、伐採した丸太で桃源

の湯に浸りました。また、私たちの生き方を学びたいという新潟大

学の学生に出会いました。その彼女と、高いところに上がって常設

の石夢舞台の屋根を作っています。この取り組みは、先を見据えて

います。これからは今までのように、イベント終了と同時に、テン

トの後片づけ等を会員に頼むことはできないだろうと思うからです。 
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ＮＰＯ法人 コスモ夢舞台について  ２０１８．７．９ 

■ＮＰＯとは？ 

ＮＰＯとは、Ｎｏｎ Ｐｒｏｆｉｔ Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎという言葉の

略で、「非営利組織」、または「民間非営利組織」という意味をもちます。 

つまり、ＮＰＯとは利益の配当を目的としない、社会的な活動をするための民

間の組織・団体ということになります。 

 

■ＮＰＯ法人とは？ 

 平成１０年（１９８８）に施行された「特定非営利活動促進法（ＮＰＯ法）」

により法人格を認証された民間の非営利団体をＮＰＯ法人といいます。 

法人格を与えられた団体は、ボランティア活動をはじめとする様々な非営利活

動をより活発化させ安定させて、社会的な貢献度を高めることができるように 

なりました。 

  

■ＮＰＯ法人コスモ夢舞台の誕生 

 平成２２年（２０１０）にコスモ夢舞台はＮＰＯ法人として認証されました。 

 この法人は“活力ある地域づくりと個人の活力再生に関する事業を行い、少

子高齢化の進む過疎地域と都市との交流を促進する”ことを目的とする。 

 さまざまな活動の中心となる事業は 

 （１）里山アート展の開催（平成３０年の今年は、開催１５回目となります） 

 （２）田んぼ夢舞台祭り（アート展初日のオープニングイベントとして定着） 

（３）景観・ビオトープづくり（荒廃した田畑・山林の再生と景観づくり） 

 （４）田舎の体験学習・教育研修の実施 

 （５）シンポジウムの開催（地元と県内外の人びととの交流） 

 となっています。 

■会員の現況について 

 佐藤賢太郎理事長以下、役員計１０名。正会員計３９名、準会員１名で構成

される。（１）感動ある人間交流、（２）一人ひとりが輝く、（３）本物と向き

合う をモットーとする。 

 

■今後の課題として 

（１）外国人ウーファーの受入れ（会員・地元民との交流）、国際親善 

（２）移住者・定住者の促進（空き家対策） 

（３）休耕田の再開促進 

（４）後継者問題  
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